
２ ０ 周 年 記 念 企 画　
まほろん・Mah o r oｎ・

本展示及び解説資料作成に際し、ご協力いただいた皆様に、厚く御礼申
し上げます。（順不同、敬称略）
目黒明彦、栗原葉子、渡邉一雄、堀江格、じょーもぴあ宮畑、郡山市教
育委員会、大安場史跡公園、須賀川市立博物館、双葉町教育委員会

縄文土器　古殿町三株山（麓）遺跡出土品

弥生土器　楢葉町天神原遺跡出土品

弥生土器　郡山市柏山遺跡出土品

　戦後間もなく、岩宿遺跡（群馬県みどり市）では相澤忠洋氏によって関東ローム層から旧石器時

代のものとみられる石器が発見され、登呂遺跡（静岡市）では住居跡や水田跡などの弥生時代のム

ラの本格的な発掘調査が行われました。これらは日本に新たな歴史をもたらしました。

　同じ頃、福島県内でも首藤保之助氏により成田遺跡からナイフ形石器等が採取され、県内各地の

遺跡では発掘調査が進められています。特に社会科教員をはじめとする指導者のもと、高校の史学

クラブなどの学生を中心とした活動が盛んになり、『福島県学生考古学会』が設立されます。やが

て、卒業した会員たちが関りながら『福島県考古学会』が発足します。その後の埋蔵文化財の調

査と保護に大きな役割を担っていきます。

　今回の展示では、福島県考古学会顧問であった故目黒吉明氏の旧蔵資料などから、昭和20年代半

ばから昭和40年代にかけての福島県の埋蔵文化財の取り組みを、関連する史料や遺跡の発掘調査の

成果と出土品によって振り返ります。

　『福島県史』の編纂が始まると、地方史研究や文化

財保護への関心が一層高まります。福島県考古学会の

会員たちが中心となって、考古資料に関わる「第１巻

通史編１ 原始・古代・中世」と「第６巻資料編１ 考古

資料」が刊行され、市町村史の編纂も進みます。

　一方、この時期は大規模な開発事業が全国的に推進

され、それに伴う遺跡破壊が深刻化します。福島県内

でも開発に伴う緊急調査の規模が拡大するにつれ、開

発側との調整や調査体制の整備を行政が担当するよう

になります。

　昭和40年代後半には、福島県を縦断する東北自動

車道の建設が計画され、福島県教育委員会が県内の研

究者を糾合して発掘調査を実施しています。

めぐろよしあき



　学生考古学会の卒業生たちと

県内の研究者から、全県的な研

究組織を希望する声が高まり、

昭和30年に『福島県考古学会』

が発足しました。

　その後間もなく、学術的な調

査研究のほかに、開発時に発見

されるなどの不時の緊急調査も

増加します。各自治体では埋蔵

文化財に対応する体制が整わず、

会員が調査や指導に赴く機会が

増えることとなりました。

　昭和24年（1949）7月17日、全国に先駆けて『福島県

学生考古学会』が設立します。発起人には、各校の代表者

が名を連ね、顧問には長谷部言人や山内清男などの著名な

研究者が指導者として加わっています。

　学生考古学会には、県内の高等学校を中心に33校が参

加しています。地域ごとに支部が作られ、複数の学校が

合同で県内各地の遺跡の発掘調査を行い、成果を報告して

います。また、設立に先立ち、福島市矢細工遺跡では発掘

調査の実地演習が行われ、７校約150人が参加しています。
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